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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昨
年
11
月
の
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
図
ら
ず
も
議
長
に
就
任
し
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も

に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
政
の
発
展
と
公
正
で
円
滑
な
議
会
運
営

に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
は
、
２
月
に
北
陸
地
方
が
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
夏
場
の
日
本
各
地
で
の
猛
暑
、
豪
雨
に
加
え
、
地
震
に
よ
る
甚
大
な

被
害
が
相
次
ぐ
な
ど
、
自
然
災
害
へ
の
危
機
意
識
が
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
高
ま
っ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、市
政
に
お
き
ま
し
て
は
、「
第
8
次
氷
見
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
や
「
氷
見
ま
ち
な
か
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

な
ど
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
計
画
な
ど
が
示
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
皇
位
の
継
承
に
伴
い
新
元
号
と
な
る
節
目
の
年
で
あ
り
、
本
市
に
と
り
ま
し
て
も
、
新
文
化
施
設
な
ど
の
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
に
見
え
る
形
で
動
き
出
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
次
期
戦
略
へ
と
確
実
に

つ
な
い
で
い
く
大
切
な
年
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
氷
見
市
の
将
来
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
真
に
地
方
創
生
に
つ
な
が
る
施
策
を
見
極
め
る
こ
と
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
一
人
ひ
と
り
の
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
施
策
の
有
効
性
を
高

め
る
議
論
を
よ
り
一
層
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
よ
い
郷
土
づ
く
り
を
目
指
し
て
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
市
民
本
位
の
行
政
運
営
が
実
現
さ
れ
る
よ

う
全
力
を
傾
け
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
い
た
し
ま
す
。

旧
年
中
は
、
市
政
発
展
に
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

市
長
に
就
任
し
、
3
年
目
を
迎
え
る
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
改
め
て
本
市
の
市
政
の
進
展
に
対
す
る
思
い
を
強
く
し
て
い

ま
す
。

昨
年
は
、地
方
創
生
に
向
け
て
蒔
い
た
種
を
、し
っ
か
り
芽
を
出
さ
せ
、育
て
て
い
く
た
め
に「
氷
見
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
中
心
に
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
住
み
た
い
街
」
で
は
、
ま
ち
な
か
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
を
行
う
と
と
も
に
新
文
化
施
設
の
整
備
に
向
け
た
建
設
事

業
者
の
募
集
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的
と
し
た
「
氷
見
き
と
き
と
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
働
き
た
い
街
」
で
は
、
能
越
自
動
車
道
の
市
内
4
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
利
活
用
方
策
を
検
討
し
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
る
と
と
も
に
、
氷
見
市
・
名
城
大
学
農
学
部
連
携
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、
産
学
官
が
連

携
し
て
産
業
振
興
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
育
て
た
い
街
」
で
は
、
出
生
祝
い
制
度
の
創
設
や
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
、
小
学
校
で
の
外
国
語
教
育
を
推
進

し
た
ほ
か
、
全
国
の
市
で
初
と
な
る
木
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
や
県
内
初
の
電
子
図
書
館
の
運
用
開
始
な
ど
、
様
々
な
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
氷
見
高
等
学
校
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
春
の
選
抜
大
会
、
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
秋
の
国
体
に
お
い
て
全
国
優

勝
を
勝
ち
取
り
、
県
勢
で
は
初
め
て
と
な
る
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
の
「
高
校
三
冠
」
を
達
成
し
、
市
民
の
皆
様
に
夢
と
感
動
を

与
え
る
な
ど
、
明
る
い
話
題
に
包
ま
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
昨
年
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
進
化
さ
せ
、
“
ま
ち
の
顔
と
な
る
新
シ
ン
ボ
ル
”
と
し
て
、
新
文
化
施
設
を
核

と
し
た
「（
仮
称
）
ひ
み
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
」
の
整
備
や
、
良
好
な
教
育
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
久
目
、
速
川
及
び
明
和
小
学

校
を
統
合
し
、
現
在
の
西
部
中
学
校
校
舎
を
活
用
し
た
、
小
中
一
貫
教
育
の
実
施
に
向
け
た
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
、
本
市
の
輝
か
し
い
将
来
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
財
政
の
健
全
性
を
図
り
つ
つ

着
実
に
実
行
し
、
本
市
が
全
国
の
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
市
民
の
皆
様
の
幸
福
の
向
上

へ
と
つ
な
げ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

氷
見
市
長

　

林　

正
之

氷
見
市
議
会
議
長

　

荻
野 

信
悟

虻が島と朝日（中田の海岸から）
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平成30年

氷見市の氷見市の
10大ニュース10大ニュース

第1位

第4位

第6位第7位

第5位

氷見高校男子ハンドボール部
高校三冠達成!!

NPOバス新2路線の
運行開始

「氷見まちなかグランド
デザイン」の決定

「氷見の食」
　 魅力発信

ねんりんピック富山2018
ダンススポーツ交流大会開催

　バス路線「三尾線」「論田循環線」が4月1日から廃
止となったことに伴い、NPO法人上庄谷地域協議会
が10月30日、これまで公共交通がなかった早借・上
田・柿谷・七分一地区を含む新路線で、NPOバス「は
やかわバス」と「くまなしバス」の運行を開始。

　氷見市の市街地全体の
今後の都市デザイン戦略
を描くとともに、４つの
公共空地と漁業文化交流
センターの活用方針を示
す（3月）。

　氷見牛が特許庁の地域団体商標
登録を取得（8/3）。

　氷見水産加工業協同
組合が加越能バス㈱の
運行する氷見発名古屋
行きの高速バス路線を
活用し、名古屋市内に
氷見の特産品販売拠点

「氷
ひ

見
み

旬
しゅんせん

鮮屋
や

」を開設
（11/17）。

　第31回全国健康福祉祭とやま大会「ねんりんピック富山
2018」が富山県内15市町村（27種目）で開催。氷見市では、
ふれあいスポーツセンターでダンススポーツ交流大会が行わ
れ、全国から54チーム416人が参加し、華麗なステップを披
露（11/4）。

子育てしやすい
まちづくり

　強い寒波の影響で水道管の
凍結や破裂が相次ぎ、市内の

約300世帯で断水が発生したほか、約
200世帯で水圧低下により水が出にく
い状態となり、給水車にて生活用水を供
給（1/28〜2/4）。

　秋雨前線による大雨（最大1時間降水
量　55.0㎜）により宇波川、阿尾川、上庄川が氾濫危険水位に到達、避難勧告
が発令され、293件の被害が発生（8/31）。

　また、台風21号による暴風雨により倒木等の被害118件に上る（9/4）。

第10位

第8位第9位

第2位 氷見市議会議員選挙

　妊娠期から子育て期まで、関係機
関が連携して切れ目ない相談支援
体制を構築した「子育て世代包括支
援センター」の開設（4/1）。
　次代を担う子どもの誕生を祝福し、健やかな成長を願い、出生
のお祝いとして、地域商品券「ひみキトキト商品券」を贈呈。
　絵本や紙芝居、育児、料理などの子育て世代向けの書籍を中心
に、県内初の電子図書館サービスを開始（11/1）。

　市内各所がロケ地と
なった映画「おみおくり」

「ばぁちゃんロード」「散
り椿」が次々公開される。
　シンガポールにおいて、海越しの立山連峰などの絶景やひみ
寒ぶりなどの食、定置網、氷見温泉郷、まるまげ祭りなどの観光
PR実施（1月）。

　大伴家持生誕 1300 年の記念事業「HIMI 万葉
festival in 布勢水海」を開催（6/10）。
　大境洞窟住居跡と朝日貝塚の発見から100年、柳
田布尾山古墳の発見から20年の節目にあたり、東
京大学が所蔵する貴重な資料「縄文土器深鉢（通称　
バスケット型土器）」など約100点の出土資料を展示
する博物館特別展「大境洞窟・朝日貝塚100年」、
苅谷俊介氏（俳優・日本考古学会委員）の講演会を開催

（10月）。

　市議会議員選挙の結果、現職13人、元職1人、新人
3人が当選。2006年以来12年ぶりの女性議員の
誕生となり、初めて複数の女性議員の当選となった

（10/28）。

第3位 自然災害の発生

観光PR
 の促進記念すべき歴史の節目

教育の充実
　小学校では2020年実施の学習指導要領に2年先んじ
て、外国語活動時間数を確保。市独自のふるさと教材の
英語版を作成。外国語指導助手（ALT）を3人増員。
　年間を通じてゆとりのある教育課程を編成し、児童生徒
へのきめ細かな教育をさらに充実させるため、市内小中学
校において夏季休業期間を5日間短縮し、2学期を始業。
　灘浦小学校の移転。

地域を元気に ～「ひみキトキト商品券」発売と
「氷見きときと健康ポイント」開始～

　市内の消費拡大、経済の好循環を目指して、氷見商工
会議所は、地域商品券「ひみキトキト商品券」を発売。
　「健康寿命の延伸」につながる取り組みに参加してポ
イントを貯めると、「ひみキトキト商品券」に交換でき
るポイント制度「氷見きときと健康ポイント」を開始。

その他にもこんなことがありました

　3月の全国高等学校ハンドボール選抜大会において、
16年ぶり3回目の優勝、8月の全国高等学校総合体育大
会において、16年ぶり2回目の優勝。そして、9月の国
民体育大会ハンドボール競技少年男子の部において、県
勢として18年ぶり6度目の優勝を果たし、氷見高校男子
ハンドボール部が念願の高校三冠を達成!!
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まちを見通す眺望

山・里・畑の調和

通りに連続する家並み

沿岸部の眺望

見渡す眺望

立山連峰への眺望

農山漁村の伝統的な生産の場や暮らしの仕組みから生み出される３つの景観特性

商業や流通の中心地・街道として繁栄してきた市街地の景観特性

４つの景観特性

氷
見
市
景
観
計
画 

の

�

策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

問
合
せ　
都
市
計
画
課 

☎
74-

８
０
７
８

　
富
山
県
で
は
、平
成
16
年
の
景
観
法
制
定
以
前
か
ら
景
観
条
例

を
施
行
し
、良
好
な
景
観
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

氷
見
市
で
も
、
平
成
28
年
６
月
に「
氷
見
市
景
観
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、平
成
29
年
３
月
よ
り
景
観
行
政
団
体
に
移
行
し
ま
し

た
。
景
観
行
政
団
体
は
、
景
観
法
に
基
づ
き
、
景
観
計
画
な
ど
を

独
自
に
策
定
し
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

景
観
基
本
計
画
で
は
、「
み
ん
な
で
つ
く
る『
山
と
海
と
が
手

を
交
わ
す
』
氷
見
ら
し
い
景
観
」
を
基
本
理
念
に
、
海
越
し
の
立

山
連
峰
の
眺
望
を
始
め
と
す
る「
氷
見
ら
し
い
景
観
」
を
、
ま
も

4

4

り
、
い
か
し
、
つ
く
り
、
と
と
の
え
る

44

4

4

44

4

4

44

4

4

4

4

4

こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
氷
見
市
景
観
計
画
で

は
、市
域
全
体
を
、基
本
計
画
で
把
握
し
た
4
つ
の
景
観
特
性
（
下

記
参
照
）
に
類
型
化
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
景
観
誘
導
基

準
に
よ
り
、建
築
物
・
工
作
物
・
そ
の
他
の
行
為
を
規
制
・
誘
導

す
る
予
定
で
す
。

　
届
出
が
必
要
と
な
る
時
期
や
内
容
は
、
決
ま
り
次
第
、
広
報
ひ

み
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
中
！

　
氷
見
市
景
観
計
画
の
案
に
つ
い
て
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
１
月
25
日
㈮
ま
で

計
画
案
の
閲
覧
場
所　

�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
都
市
計
画
課
窓

口
に
て

意
見
の
提
出
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

入
力
フ
ォ
ー
ム
」、
電
子
メ
ー
ル
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
都
市
計
画

課
窓
口
に
て
（
様
式
自
由
）�

※
氏
名
・
住
所
の
記
載
を
必
須
と
し
ま
す
。

景
観
計
画
の
策
定
に
よ
り
届
出
が
必
要
と
な
る
行
為

 

建
築
物 

・�

高
さ
20
ｍ
超
ま
た
は
建
築
面
積
１
５
０
０
㎡
超
と
な
る
新
築
・
移

転
・
増
築
・
改
築

 

工
作
物 

・
高
さ
20
ｍ
超
と
な
る
煙
突
、装
飾
塔
、電
波
塔
な
ど

・
高
さ
30
ｍ
超
と
な
る
電
線
路
な
ど

・�

高
さ
５
ｍ
超
か
つ
長
さ
10
ｍ
超
と
な
る
垣
、さ
く
、塀
、擁
壁
な
ど

・�

高
さ
20
ｍ
超
ま
た
は
建
築
面
積
１
５
０
０
㎡
超
と
な
る
観
覧
車
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ト
、立
体
駐
車
場
な
ど

・
設
置
面
積
50
㎡
超
と
な
る
太
陽
光
発
電
設
備

 

そ
の
他
の
行
為 

・�

建
築
物
な
ど
の
外
観
の
変
更
、
開
発
行
為
、
土
地
の
区
画
形
質
の

変
更
（
水
面
の
埋
め
立
て
お
よ
び
干
拓
を
含
む
）、
屋
外
の
物
品
集
積
・

貯
蔵
、鉱
物
の
掘
採
・
土
石
の
採
取
（
そ
れ
ぞ
れ
規
模
の
基
準
あ
り
）

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と�
�

�

今
後
に
つ
い
て

　
氷
見
ら
し
い
景
観
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
要

素
と
し
て
、「
地
形
風
土
」、「
暮
ら
し
と
生な
り
業わ
い
」、

「
地
域
に
対
す
る
市
民
の
思
い
」が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
は
、「
ひ
み
色
彩
景
観
塾
」

と
し
て「
ひ
み
色
12
色
」
を
選
ん
で
名
前
を
つ

け
ま
し
た
。
平
成
29
・
30
年
度
に
は
、「
ひ
み

景
観
塾
」
と
し
て
ま
ち
歩
き
を
行
い
、
地
形
や

歴
史
が
つ
く
る
氷
見
ら
し
い
景
観
に
気
付
く
機

会
を
設
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
今
後
と
も

市
民
の
皆
さ
ん
が
守
り
た
い
景
観
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
良
好
な
景
観
づ
く
り
に
は
、
市
民
・

事
業
者
・
行
政
の
協
働
が
不
可
欠
で
す
。
事
業

者
の
皆
さ
ん
に
も
屋
外
広
告
物
を
含
め
、
周
辺

環
境
と
調
和
し
た
景
観
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

氷
見
の
景
観
の
か
た
ち

　
「
氷
見
ら
し
い
景
観
」を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、景

観
特
性
を
パ
タ
ー
ン
（
法
則
）
化
し
ま
し
た
。
今
後
の
景
観
づ
く

り
の
参
考
と
な
る
も
の
で
す
。

沿岸部集落景観（中田） 平地集落景観（深原） 谷筋集落景観（脇之谷内）

朝日山公園から七軒町への眺望（平成29年度）

古い街並みが残る今町（平成30年度）

講義風景（平成30年度）

ひみ景観塾の様子

北大町 中央町 七軒町
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第一次試験日：1月20日㈰　　受付期間：1月10日㈭まで（土・日曜・祝日および12月29日㈯〜 1月3日㈭を除く）　
試験会場：氷見市役所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

試験区分
（募集人数） 要　　　　　件

土　木

上　級
（１人程度） Ｓ58.4.2 ～Ｈ9.4.1生まれの人

社会人経験者
（１人程度）

Ｓ54.4.2 ～Ｈ5.4.1生まれの人で、大学（土木・建築系の
学部・学科）以上を卒業した人
社会人経験を４年以上有する人または平成31年3月まで
に4年以上となる見込みの人

初・中級
（１人程度）

Ｈ5.4.2 ～Ｈ13.4.1生まれの人
（中級は大学卒業・卒業予定者を除く）
（初級は大学および短大・高専の卒業・卒業予定者を除く）

言語聴覚士
（１人程度）

Ｓ49.4.2以降に生まれた人で、言語聴覚士の免許を有す
る人または平成31年3月までに実施される言語聴覚士国
家試験により免許取得見込みの人

消防士 初級
（1人程度） Ｈ9.4.2 ～Ｈ13.4.1生まれの人

※�言語聴覚士については任期付職員も
募集しています。試験日は申し込み受
付からおおむね1週間後となります。� 
受付期間：�2月22日㈮まで�  

（土・日曜・祝日を除く）
　募集人数：１人程度

  　申込書請求・受験申込・問合せ  　
〒935-8686（住所記載不要） 
氷見市 総務部総務課　☎74-8031
※�詳細は試験案内で確認してください。試

験案内・申込書は総務課・市民課総合案
内でお渡しします。また、市ホームペー
ジ 「平成30年度氷見市職員採用試験案
内 特 設 サ イ ト（http://www2.city.himi.
toyama.jp/himi_recruit2018/）」からダ
ウンロードすることもできます。

市職員採用試験のお知らせ （平成31年4月採用予定職員募集）
問合せ　総務課 ☎74-8031

■ �市役所※1　 ･････････････････････････････････････････････････････ ☎74-8100
■ �証明書コンビニ交付サービス※2�
　（印鑑証明、住民票、戸籍証明書（謄本、抄本）、戸籍の附票）

■ �水道の開閉栓※3　 （環境浄化センター） ･･･････････ ☎74-8206
■ �燃やせるごみ（高岡広域エコ・クリーンセンター氷見市受付所）�
　　　　　　　　　　　　　･･････････････････････････ ☎91-0205

■ �燃やせないごみ（不燃物処理センター）･･･････ ☎76-1153
■ �分別資源ごみ※4  （リサイクルプラザ）･･････････ ☎76-8020
■ �金沢医科大学氷見市民病院※5　 ･････････････････ ☎74-1900
■ �（一社）氷見市観光協会（ＪＲ氷見駅内） ･･･ ☎74-5250
■ �漁業文化交流センター ･････････････････････････････ ☎74-8018
■ �海浜植物園 ･････････････････････････････････････････････････ ☎91-0100
■ �潮風ギャラリー（藤子不二雄Ⓐアートコレクション）�
　　　　　　　　　　　　　･･････････････････････････ ☎72-4800

■ �IJU（移住）応援センター ･･････････････････････････ ☎54-0445
■ �ふれあいスポーツセンター ･････････････････････ ☎74-8500
■ �市民プール・トレーニングセンター※6　 ･☎91-5000
■ �いきいき元気館（健康課・地域子育てセンター・氷見市児童館）�
　　　　　　　　　　　　　･･････････････････････････ ☎74-8063

■ �寿養荘 ･････････････････････････････････････････････････････････ ☎74-8400

■ �図書館 ･････････････････････････････････････････････････････････ ☎74-8226
■ �博物館 ･････････････････････････････････････････････････････････ ☎74-8231
■ �中央公民館 ･････････････････････････････････････････････････ ☎74-8240
■ �働く婦人の家（ホビーラ大浦） ････････････････････ ☎91-4109

※1　�1月3日㈭まで、出生・婚姻・死亡などの届出、福祉医療
費請求書（ピンク・緑色の用紙）の発行などは、日（宿）
直者が受け付けます。� �
 場所  宿日直室（正面玄関向かって右、西側入口）

この看板が
目印です！

※2　�マイナンバーカードが必要です。

※3　�4日㈮は受付のみとなります。詳しくはお問い合わせく
ださい。

※4　�1月1日（火・祝）～ 3日㈭が分別資源ごみの収集日の地区は、
下表のとおり収集日を変更します。

※5　�救急外来は12月29日㈯～ 1月3日㈭も診療を行ってい
ます。受診する際は、必ず健康保険証を持参ください。

※6　�1月4日㈮は午後2時から営業します。

分別資源ごみの収集日（1月1日（火・祝）～ 3日㈭）の振替日
振替日は収集時間が遅れることがあります。ご理解とご協力をお願いします。
表にない地区は通常どおりの収集となります。� 問合せ　環境防犯課 ☎ 74-8082

地 区 名 収集を
休む日

収 集 を 行 う 振 替 日
缶・びん・紙製容器包装
段ボール・新聞紙・雑誌類

プラスチック製
容器包装

燃やせない
ごみ

旧町地区
諏訪野 1月3日㈭ 1月6日㈰

1月6日㈰

1月17日㈭
大野新・沖布・加納 1月2日㈬

─
1月16日㈬

上稲積・下稲積 1月3日㈭ 1月17日㈭

窪地区
窪・松田江 1月1日

（火・祝）
1月6日㈰

1月15日㈫
柳田

─
上庄地区 大野・泉・中尾・柿谷・七分一

1月3日㈭

12月30日㈰

1月17日㈭余川地区 余川
12月30日㈰

碁石地区 上余川・寺尾・懸札・吉懸・一刎・味川

八代地区
吉滝・磯辺・針木・城戸・中田浦

1月2日㈬
─

1月16日㈬
村木・小滝・国見・胡桃

阿尾地区 阿尾・指崎・森寺・北八代（見田窪）
12月30日㈰

薮田地区 薮田・小杉・泊

平成31年 市内各施設 め始事仕
4 日㈮から 5 日㈯から

H
P1233

問合せ　教育総務課 ☎74 - 8211

問合せ　企画秘書課 ☎74 - 8011

平成31年度　育英資金奨学生募集
　高校・大学へ進学を希望する人で、経済的理由から就学に困っている
人を対象に、奨学生を募集します｡
募集人員（一般奨学生）　
　① 高校または同程度の学校�����若干名
　② �大学（短大・大学院を含む）�

 　　または同程度の学校 ����若干名

貸与金額（一般奨学生）　
　① 高校 ･･･････ 月額 1万5,000円以内
　② 大学 ･･･････ 月額 4万5,000円以内

申込〆切　3月29日㈮
申込　�現に在学する学校を

通じてお申し込みく
ださい。

※�遺児などを対象とした特別奨
学金制度もあります。詳しく
は、教育総務課までお問い合わ
せください。

ぶり奨学プログラム 説明会を開催します
　「ぶり奨学プログラム」は、氷見市で育った子どもたちが更
なる成長のために進学し、氷見市に戻ってふるさとの未来の
ために活躍できるよう支援する取り組みです。
　今回、大学などを卒業後10年以内に氷見市に戻ってきた
場合、国等の奨学金やぶり奨学ローンの返済額を助成する
「ぶり奨学助成制度」の説明会を開催しますので、ぜひご参加
ください。助成額は最大216万円で学力要件や所得上限は
ありません。
 対象者 　�大学などに在学または進学予定の学生本人と保護者
 持ち物 　�住所がわかる身分証明書（マイナンバーカードや運転

免許証、住所記入済の健康保険証など）
※�説明会終了後、ぶり奨学プログラムへの登録の申請を行うことができますが、その場合は、大学などの合格通知書（大学などに在学中
の人は学生証など）と印鑑が必要となります。

説明会の日程
日　　時

（各回1時間半程度の予定） 場　　　所

2月　3日㈰ 午前9時～
市役所2階
201災害対策室3月　3日㈰ 午前9時～

3月17日㈰ 午前9時～

3月22日㈮ 午後7時～ 市役所1階
地域協働スペース2・33月24日㈰ 午前9時～

　第2回市議会臨時会が11月
20日に行われ、提出された次の
議案は慎重に審議され、可決さ
れました。

人事関係
● �氷見市監査委員の選任について��
萩山　峰人氏（鞍川）　新任

第２回

市 議 会 臨 時 会
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申
告
が
必
要
な
人

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所

が
あ
り
、次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人

① �

事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
）、不
動
産
所
得
、

譲
渡
所
得
、
一
時
所
得
（
生
命
保
険
契
約

の
一
時
金
や
損
害
保
険
契
約
の
満
期
返
戻
金
な

ど
）
が
あ
っ
た
人

② �

給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
も

あ
っ
た
人

③ �

給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
た
人

④ �

給
与
収
入
金
額
が
２
千
万
円
を
超
え
た
人

⑤ �

収
入
が
な
く
扶
養
家
族
に
な
っ
て
い
な
い

人
（
収
入
が
な
い
こ
と
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）

⑥ �

医
療
費
な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
る
人

⑦ �

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
初
め
て
受

け
る
人

⑧ �

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
が
、

年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人

※�

申
告
が
不
要
な
人
で
も
、
申
告
す
る
こ
と
で
税
額

が
低
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

公
的
年
金
の
収
入
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
そ

れ
以
外
の
所
得
額
が
20
万
円
以
下
の
場
合
は
、
所

得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
還
付
や
住
民
税
の
各
種
控
除

を
受
け
る
場
合
は
、申
告
が
必
要
で
す
。

準
備
・
申
告
の
ポ
イ
ン
ト

平
成
31
年
度
の
市
・
県
民
税
（
所
得
税
は
平

成
30
年
分
）
か
ら
、
配
偶
者
控
除
お
よ
び
配
偶

者
特
別
控
除
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま

す
。

▼
配
偶
者
控
除　

合
計
所
得
金
額
が
９
０
０
万
円
を
超
え
る

納
税
義
務
者
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
控
除
の

額
が
段
階
的
に
減
額
さ
れ
、
合
計
所
得
金
額

が
１
千
万
円
を
超
え
る
と
配
偶
者
控
除
の
適

用
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

▼
配
偶
者
特
別
控
除　

配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
と
な
る
配
偶
者

の
合
計
所
得
金
額
が
38
万
円
超
１
２
３
万
円

以
下
（
改
正
前
38
万
円
超
76
万
円
未
満
）
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
改
正
前
と
同
様
に
合
計
所
得
金
額

が
１
千
万
円
を
超
え
る
納
税
義
務
者
に
は
、

配
偶
者
特
別
控
除
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼�

医
療
費
控
除
の
明
細
書
の
添
付
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
！　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
医
療
費

の
領
収
書
の
提
出
の
代
わ
り
に「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。対

象
と
な
る
領
収
書
は
、
領
収
日
が
平
成

30
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
も
の

で
す
。
領
収
書
を
整
理
し
て
対
象
と
な
る
金

額
を
集
計
し
、
保
険
金
や
高
額
療
養
費
の
支

給
な
ど
で
補
填
さ
れ
る
金
額
も
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。（
明
細
書
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

※�

医
療
費
の
領
収
書
は
５
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。（
税
務
署
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、

提
示
ま
た
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）

※�

医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
医
療
費
通
知
を

添
付
す
る
と
、
明
細
の
記
入
を
省
略
で
き
ま
す
。

（
医
療
費
通
知
と
は
、
健
康
保
険
組
合
な
ど
が
発

行
す
る「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」な
ど
で
す
）

※�

平
成
29
年
分
か
ら
31
年
分
ま
で
の
確
定
申
告
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
領
収
書
の
添
付
ま
た

は
提
示
に
よ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼�

初
め
て「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
」を
受
け

る
人
は　

　
必
要
書
類
を
準
備
す
る
た
め
に
時
間
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
準
備

し
ま
し
ょ
う
。

▼�

身
体
障
害
者
な
ど
と
同
様
と
認
定
さ
れ
た
人

も
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す　

　
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
た
な
い
65
歳
以
上

の
人
で
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
お
り
、
身

体
障
害
者
な
ど
と
同
様
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
、
本
人
ま
た
は
そ
の
扶
養
者
は
障
害

者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
へ

申
請
し
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
介
護
課 
☎
74-

８
０
６
７

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
へ

▼�

公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
は
大
切
に
保

管
し
ま
し
ょ
う　

　
１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て「
平
成
30

年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
順
次
送
付
さ
れ
ま
す
（
共

済
年
金
を
除
く
）。
確
定
申
告
な
ど
に
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

※�

遺
族
年
金
や
障
害
年
金
は
非
課
税
の
た
め
、
源
泉

徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

�

高
岡
年
金
事
務
所�

�

☎
21-

４
１
８
０
（
自
動
音
声
案
内
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
に

�

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

確
定
申
告
書
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記

載
と
本
人
確
認
書
類
（
注
１
）
の
提
示
ま
た
は

添
付
が
必
要
で
す
。

▼�

申
告
会
場
で
申
告
さ
れ
る
と
き
は
、本
人
確
認

書
類
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す　

▼�

申
告
書
を
書
面
で
提
出
す
る
と
き
は
本
人
確

認
書
類
の
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す　

（
注
１
）「
本
人
確
認
書
類
」
は
、
番
号
確
認

書
類
と
身
元
確
認
書
類
の
２
点
で
す
。

具
体
的
に
は
、

例
１ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
１
点
で
可
）

例
２ �

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
＋
運
転

免
許
証
（
写
真
付
き
の
公
的
証
明
書
１
点
）

例
３ �

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
＋
健
康

保
険
証
＋
年
金
手
帳
（
写
真
の
な
い
公

的
証
明
書
２
点
）

な
ど
で
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度〈
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
〉」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
は
、控
除
対
象
扶
養
親

族
の
分
も
必
要
で
す
。
確
認
の
う
え
、準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

税
務
課 

☎
74-

８
０
４
３

地
区
別
申
告
相
談
会
の
廃
止
に
つ
い
て

　
今
回
の
申
告
受
付
よ
り
、
地
区
別
相
談
会

を
取
り
止
め
ま
す
。

　

２
月
18
日
㈪
か
ら
３
月
15
日
㈮
ま
で
は
、

市
役
所
に
て
申
告
相
談
お
よ
び
受
付
を
行
い

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
申
告
相
談
会
場
を
開
設
し
ま
す　

　
高
岡
税
務
署
で
の
申
告
相
談
の
受
付
は
次

の
と
お
り
で
す
。

期
間　

�

２
月
18
日
㈪
～
３
月
15
日
㈮�

�

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※�

会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、
午
後
４
時
前
で
あ
っ

て
も
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

税
務
署
の
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼�「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」、「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い　

〇
１
月
17
日
㈭
～
３
月
15
日
㈮
の
期
間
中
、

「
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
て
確

定
申
告
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相
談
に
お
答

え
し
ま
す
。

問
合
せ　

�

高
岡
税
務
署 

☎
21-

２
５
０
１�

�

（
自
動
音
声
案
内
で「
０
」を
選
択
）

〇
国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
質
問
や
相
談
を

希
望
す
る
人
は「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」（
国

税
局
税
務
相
談
室
）
へ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

問
合
せ　

�

高
岡
税
務
署 

☎
21-

２
５
０
１�

�

（
自
動
音
声
案
内
で「
１
」を
選
択
）

※�

い
ず
れ
も
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。
な
お

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
は
期
間
外
の
日
で
も
利

用
で
き
ま
す
。

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
」
で
は
、
税
に
関
す
る
身
近
な
情
報
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
か
ら
も
接

続
可
能
で
す
。

確
定
申
告
書
の
作
成
は
、国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
！

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力

す
れ
ば
、
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、
所

得
税
や
青
色
申
告
決
算
書
な
ど
が
作
成
で
き

ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
（
デ
ー
タ
）
は
、
ご

自
宅
の
プ
リ
ン
タ
で
印
刷
し
て
郵
送
な
ど
に

よ
り
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お
持
ち
の
人
、
ま

た
は
税
務
署
が
発
行
し
た
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
を
お
持
ち
の
人
は
、
同
コ
ー
ナ
ー
の
画
面

上
か
ら
そ
の
ま
ま
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
（
イ
ー
タ
ッ
ク

ス
：
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用

し
て
税
務
署
に
送
信
（
申
告
）
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼�「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
利
用
す

る
と
、次
の
点
で
便
利
で
す
！　

① 

24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能

② 

税
務
署
に
行
く
必
要
が
な
い

③ �

自
動
計
算
さ
れ
る
の
で
、
計
算
間
違
い

が
な
い

④ �

作
成
中
の
申
告
書
な
ど
の
デ
ー
タ
を
保

存
し
、そ
の
保
存
し
た
デ
ー
タ
を
読
み
込

ん
で
作
業
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
る

⑤ �

一
度
作
成
し
保
存
し
た
デ
ー
タ
は
、
翌

年
以
降
の
申
告
書
な
ど
を
作
成
す
る
際

に
利
用
で
き
る

▼ �

ス
マ
ホ
専
用
の
簡
単
な
申
告
画
面
も
あ
り
ま

す
！　

　

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
申
告
さ
れ
る

人
の
う
ち
、
年
末
調
整
済
み
の
給
与
所
得
の

あ
る
人
で
、
医
療
費
控
除
ま
た
は
寄
附
金
控

除
の
申
告
を
さ
れ
る
人
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
の「
ス
マ
ホ
専
用
画
面
」
を
ご
利
用

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
専
用
画
面
か
ら
申
告
書
を
作
成
す

る
際
は
、
収
入
や
適
用
を
受
け
る
控
除
に
つ

い
て
の
い
く
つ
か
の
質
問
に「
は
い
」か「
い

い
え
」
で
お
答
え
い
た
だ
き
、
給
与
や
寄
附

金
、
医
療
費
控
除
に
関
す
る
金
額
を
入
力
す

る
こ
と
で
、
簡
単
に
申
告
書
の
作
成
が
で
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

�

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
・�

�
�

作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク�

☎
０
５
７
０-

01-

５
９
０
１�

�

（
全
国
一
律
市
内
通
話
料
金
）

受
付
時
間　

�

月
曜
～
金
曜
日�

�

午
前
９
時
～
午
後
５
時�

�

（�

土
・
日
曜
・
祝
日
お
よ
び
12
月
29
日
㈯

か
ら
１
月
３
日
㈭
ま
で
を
除
く
）

受
付
期
間
は
２
月
18
日
㈪
～
３
月
15
日
㈮

税
の
申
告 

準
備
は
お
早
め
に

問
合
せ　

�

税
務
課　
　
　
☎
74-

8
0
4
3

高
岡
税
務
署　
☎
21-

2
5
0
1
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固
定
資
産
税
の
申
告 

は

1
月
31
日
㈭
ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

問
合
せ　

税
務
課 

☎
74-

８
０
４
５

　
固
定
資
産
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
は
１
月
31
日
㈭
ま
で

に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

住�

宅
用
地　

居
住
用
の
建
物
の
敷
地
と

し
て
使
用
さ
れ
る
土
地
は
、
特
例
で

固
定
資
産
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対
象　

① �

居
住
用
の
建
物
を
新
築
、
改
築
、
増

築
し
た
人

② �

事
業
用
の
建
物
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
改
築
、
改
装
し
、
居
住
用
の
建

物
に
し
た
人

※�

昨
年
中
に
税
務
課
に
よ
る
建
物
の
調
査
を

受
け
た
場
合
を
除
く

申�

告
方
法　

税
務
課
で
配
付
す
る「
住

宅
用
地
等
申
告
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産　

対
象　

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い

る
人
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸

し
付
け
て
い
る
人

申�

告
方
法　

税
務
課
か
ら
送
付
し
た

「
償
却
資
産
申
告
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。��

　
電
子
申
告
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
便
利
な
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル

タ
ッ
ク
ス
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

昨
年
中
に
事
業
を
始
め
た
人
や
申
告
書
が

届
い
て
い
な
い
人
は
、
税
務
課 

資
産
税
担

当
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



　
本
格
的
な
寒
ブ
リ
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、活
気
づ
く
氷
見
の
ま

ち
。
ブ
リ
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
が
味
わ
え
る「
ひ

み
ぶ
り
フ
ェ
ア
」を
開
催
中
で
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
氷
見
の
冬
の
味
覚「
寒
ブ
リ
」
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

期
間　

�

２
月
28
日
㈭
ま
で
（
ブ
リ
の
水
揚
げ
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

場
所　

�

市
内
の
飲
食
店
・
民
宿
・
割
烹
料
理
店
・
寿
司
屋
な
ど

内�

容　

期
間
中
、
市
内
35
の
参
加

店
自
慢
の
ぶ
り
づ
く
り
料
理
が

楽
し
め
ま
す
。

ひ
み
番
屋
街
で
の
関
連
イ
ベ
ン
ト

「
ぶ
り
・
鰤
・
ブ
リ
づ
く
し
」

日
に
ち　

１
月
20
日
㈰

場
所　
　

ひ
み
番
屋
街

内
容　

�

● 

ブ�

リ
解
体
シ
ョ
ー
大
振
る
舞
い　 

先
着  

２
０
０
名�

�

時
間 

午
前
11
時
～

　
　
　
● 

ぶ�

り
か
す
汁
の
販
売　 

限
定  

２
０
０
杯�

�

時
間 

午
前
10
時
〜  



料
金 

１
杯
３
０
０
円

　
　
　
● 『
ひ
み
寒
ぶ
り
』重
量
当
て
ク
イ
ズ
！　

�
�

	
�

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
1
名
様
に『
ひ
み
寒
ぶ

り
』ま
る
ご
と
１
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
！�

�

時
間 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

「
日
替
わ
り
か
ぶ
す
汁
の
販
売
」

日
時　

２
月
28
日
㈭
ま
で
毎
日 

午
前
９
時
～

場
所　

か
ぶ
す
や
（
鮮
魚
コ
ー
ナ
ー
内
）

内
容　

豚
汁
、野
菜
鍋
、す
り
身
汁
な
ど

※�

最
新
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
、
詳
し
く
は
氷
見
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
き
と
き
と
ひ
み
ど
っ
と
こ
む
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

主
催　

ひ
み
ぶ
り
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

 

開
催
中
！

問
合
せ　
（
一
社
）氷
見
市
観
光
協
会 

☎
74-

５
２
５
０

Topics「ひみぶりフェアin TOKYO」で東京の若者にPR
11月29日、「ひみぶりフェア」開催直前の首都圏向けPRイベン
ト「ひみぶりフェアin TOKYO」を東京・渋谷のカフェで開催し、
朝どれのブリを使った料理を参加者に味わっていただきました。
10kgのブリを杉木 克己実行委員長が解体し、参加者約100人に
刺身を振る舞うと、とろける味わいに多くの歓声が上がりました。
また、氷見市きときと魚大使のモーリー・ロバートソンさんと林
市長の対談にて、氷見のブリの魅力を紹介しました。

子
ど
も
・
妊
産
婦
・
ひ
と
り
親
家
庭
・

心
身
障
害
者
の
各
医
療
制
度
を
利
用
し

て
い
る
人
は
、
平
成
31
年
4
月
診
療
分

か
ら
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
福
祉
医
療

費
請
求
書
（
ピ
ン
ク
色
・
緑
色
・
青
色
・
黄

色
の
用
紙
）
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま

す
。

受
診
の
際
に
は
、
健
康
保
険
証
と
受

給
資
格
証
（
カ
ー
ド
）
を
提
示
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
今
ま
で
ど
お
り
助
成
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

・�

４
月
か
ら
、
福
祉
医
療
費
請
求
書
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

・�

４
月
か
ら
利
用
す
る
新
し
い
受
給
資

格
証
は
、3
月
末

ご
ろ
に
対
象
者

の
ご
自
宅
へ
送

付
す
る
予
定
で

す
。

※�

詳
し
く
は
広
報
ひ

み
3
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

11月11日市内各所を巡る「氷見をまる
ごと体感！縁結びバスツアー」を開催。

秋晴れの中、氷見の街並みを見下ろせる絶景スポッ
ト「朝日山公園休憩施設」に集合し、１対１のお見合
い回転寿司からスタート。
すっかり緊張がほぐれたところ
で、指崎の扇浦農園へ行き、今が
旬のリンゴ狩りへ。男女ペアで協
力し、リンゴの摘み取りをしてい
ただきました。中には、ハート柄
のラッキーリンゴを見つけて盛り
上がっている人たちも。
抽選で席決めをしたバスの中は、終始和やかでリ
ラックスムードに。向かうは昼食会場となる、今秋オー

プンしたばかりの「移り住
みたくなる宿 イミグレ」。
ここでは主にフリータイム♪
氷見ならではの美味しい
食材をふんだんに使った
ビュッフェ料理を召し上
がっていただき、食後は
開放感溢れるウッドデッ
キに出て、思い思いに楽
しんでいただきました。

そして、最終会場の「氷見あいやまガーデン」。グルー
プごとに、散策をしながらさまざまなミッションを成
し遂げていただいた後、スイーツを食べながら本日最
後のフリータイムへ。気になる人へ積極的に話かけて
いる姿や、縁結びおせっかいさんに相談する姿も見受
けられました。
男性からの告白タ
イムでは、堂々と意
中の女性に思いを伝
えるみなさんの姿に、
温かく見守っていた
縁結びおせっかいさ
んたちも感激！
今回は、独身男女30人に� �
ご参加いただき、見事８組のカップルが誕生しまし
た！

問
合
せ	

農
林
畜
産
課 

☎
74-

８
０
８
６

永
年
に
わ
た
り
、
富
山
県
の
農
業
の
振
興
に
寄
与

さ
れ
た
人
に
贈
ら
れ
る「
富
山
県
農
林
漁
業
振
興
会

長
表
彰
」
の
表
彰
式
が
10
月
27
日
に
富
山
産
業
展
示

館
（
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
）
で
行
わ
れ
、
氷
見
市
の
胡
桃
環

境
保
全
協
議
会
（
会
長 

多
胡 
弘
也
氏
）
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

胡
桃
環
境
保
全
協
議
会
は
、
地
域
の
棚
田
を
活
用

し
た
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
や
、
農
業
体
験
の
実
施

に
よ
る
都
市
農
村
交
流
の
取
り
組
み
な
ど
、
地
域
活

性
化
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
6
日
に
は
市
役
所
を
訪
問
し
、
林
市
長
に
受

賞
報
告
を
行
い
、
今
後
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
語
り

合
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

富
山
県
農
林
漁
業
振
興
会
長
表
彰 

受
賞
につい
て

　参加者の感想

● �朝から夕方まで一緒に時間を過ごしたことで男女とも、
とても仲良くなれました。ボランティアの方も話しやす
く、大変心強かったです。（男性）

● �氷見の魅力を再認識しました。また、温かい言葉や助言
をありがとうございました。まだまだ婚活を頑張りま
す。（女性）

「氷見をまるごと体感！縁結びバスツアー」を開催しました！イベント
レポート

「素敵な出会いを引き寄せる魅力アップセミナー＆ワークショップ」参加者募集中！

問合せ　地域振興課 ☎ 74-8190

7組目成婚報告
11月22日「いい夫婦の日」に、縁結び推進事業で７組目の成婚カップルが誕生
しました。
成婚されたのは、ひみ婚会員の男性（35歳）と女性（29歳）です。
お二人は、今年の4月に縁結びおせっかいさんの仲介によるお見合いで出会い、
その後すぐに交際をスタート。順調に愛を育まれ、見事ゴールインとなりました。

 ご結婚おめでとうございます！

平
成
31
年
4
月
か
ら

福
祉
医
療
費
請
求
書
が

提
出
不
要
に
な
り
ま
す
！

問
合
せ	

子
育
て
支
援
課 

☎
74
8
1
1
7

	

福
祉
介
護
課 

☎
74
8
1
1
3

自分にピッタリの相手を引き寄せる方法を、グループワークを通して学びます。
婚活中の方はもちろん、婚活に興味のある方も、ぜひご参加ください。

日時　1月27日㈰
　独身男性編　午前10時～午後0時30分
　独身女性編　午後2時～ 4時30分
会場　市役所 １階 地域協働スペース2・3
講師　�飯野 道子 氏 （A

アイリュ
yllu.ウエディング・パートナー代表）

定員　独身男女各20人（先着順）

申込　電話またはメールにて
【メールの場合】　必要事項を入力し、お申し込みください。

 To　 chiikishinkou@city.himi.lg.jp
件名　婚活セミナー
本文　�①氏名 ②性別 ③年齢 ④住所 ⑤電話番号�

⑥メールアドレス ⑦職業

13 広報ひみ 2019.1 12

参加無料！
申込〆切

1月21日㈪


